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業績予想と実績との差異および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成 28 年５月 12 日に公表いたしました第２四半期累計期間（自 平成 28 年４月１日 至 平成

28 年９月 30 日）連結業績予想値と本日公表の実績数値について、下記の通り差異が発生いたしまし

たので、お知らせいたします。また、直近の業績動向等を踏まえ、平成 28 年５月 12 日に公表いたし

ました通期業績予想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 連結業績予想と実績との差異 

（１） 平成 29年３月期第２四半期連結累計期間業績予想と実績の差異 

（平成 28年４月１日~平成 28年９月 30日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

1株当たり

四半期 

純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 

9,765 

百万円 

533 

百万円 

603 

百万円 

400 

円 銭 

32.36 

今回実績値（Ｂ） 10,740 508 558 280 22.74 

増減額（Ｂ－Ａ） 975 △24 △44 △119 － 

増減率（％） 10.0 △4.6 △7.4 △29.8 － 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 28年３月期第２四半期) 
9,533 823 892 559 45.23 

 

（２） 差異の理由 

平成 28年５月 12日に公表いたしました「フィガロ技研株式会社の株式の取得（子会社化）

及び孫会社の異動に関するお知らせ」の通り、当第２四半期連結会計期間において、フィガロ

技研株式会社の株式を取得し同社を子会社化いたしました。この株式取得に伴う連結範囲の変

更により、売上高につきましては、前回予想を上回りました。利益面では、営業利益、経常利

益につきまして、フィガロ技研株式会社の株式取得関連費用、およびのれん償却費用の発生な

どの影響により、また、親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、上記要因に加え、

連結財務諸表固有の一時差異に係る税効果の影響などにより、前回予想を下回りました。 



 

２． 連結業績予想の修正 

（１） 平成 29年３月期通期連結業績予想の修正（平成 28年４月１日~平成 29年３月 31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

1株当たり

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 

20,541 

百万円 

1,708 

百万円 

1,808 

百万円 

1,233 

円 銭 

99.76 

今回修正予想（Ｂ） 24,942 1,738 1,921 1,177 95.40 

増減額（Ｂ－Ａ） 4,401 30 113 △56 － 

増減率（％） 21.4 1.8 6.3 △4.5 － 

(ご参考)前期実績 

(平成 28年３月期) 
19,555 1,651 1,746 798 64.64 

 

（２） 修正の理由 

 平成 29年３月期通期の連結業績予想について、上記第 2四半期連結累計期間の業績予想値

と実績値との差異要因等を踏まえ、下期の見通しを修正いたしました。 

売上高は、第 2四半期連結累計期間の状況を踏まえ前回予想を上回る見通しです。営業利益、

経常利益については、株式取得関連費用およびのれん償却費用の発生などの影響はあるものの

連結範囲の変更による利益増が見込まれるため前回予想を上回る見通しです。親会社株主に帰

属する当期純利益については、連結財務諸表固有の一時差異に係る税効果の影響などを考慮し

た結果により、前回予想を下回る見通しです。 

 

※上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

 

 

 

以  上 


